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中

村

幸

彦

著

『
近

世

小

説

史

の

研

究

」
田

中

道

雄

共

に
刊
行
さ
れ
た

『
近
世
作
家
研
究
』
に
並
ぶ
、
先
生
最
初

の
論
文
集

。
大

学

御
卒
業
後

二
十
五
年
間

に
発
表
さ

れ
た
多
数

の
論
文

か
ら
、
近
世
小
説
史

に

関
す
る
主
要
な
十

二
編

を
選

び
、

一
書
と
さ
れ
た
も

の
。
滑
稽
本

.
黄
表
紙
を

除

く
近
世
小
説

全
様
式

に
わ
た
る
各
論
考

は
、
上
梓

に
あ
た

っ
て
補
正
さ
れ
、

通
読
す
れ
ば
近
世
小
説
史

の
ほ
ゞ
全
域
を
降
時
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
配
慮
さ

れ
た
。
次

に
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
。

「
近
世
文
学

の
特
徴
-
緒
言

に
か

へ
て
－
」

近
世
文

学
に
二

階

級

が

あ

り
、
雅
文
学
が
実
生
活
か
ら
遊
離
す
る

の
に
対
し
、
俗
文
学
は
教
訓
性
、
娯
楽

性

な
ど

の
実
用
性

を
持

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
需
要
供
給

の
自
給
自
足
体

制

と
様
式

に
多
様
性

を
持

つ
こ
と
と
な
り
、
楽
屋
落

の
文
学
即
ち
約
束

の
文
学
と

な

っ
た
。
そ

の
結
果
、
表
現

に
彫
琢
を
凝

ら
し
、
名
人
芸
的
作

風
を
生
ん
だ
。

「
仮
名
草
子

の
説
話
性
」

「仮
名
草
子
」

の
語
を
当
時

の
通
用
に
従

い
小

説
的
作
品
以
外
を
含

め
た
広
義

に
規
定
す
る
。
仮

名
草
子

の

一
特
徴

を
表
頭

に

関

し
て
求
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
口
揺
性

で
あ
り
、
そ

の
母

胎
と
し
て
啓
蒙
的

な
世

相

に
応
じ
て
出
現
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
談

な
ど

口
揺
的
な
も

の
が
あ
る
と

し

て
、
実
態
と
そ

の
変
化

を
示
す
。
次

い
で
仮
名
草
子

の
分

類

に
移
れ
ば
、
中
世

の
多
様
な
散
文
文
学

の
系
統

の
流
入
度

の
低

い
も

の
ほ
ど
、
創
作
さ
れ
た
近
世

的
要
素
が
先

の
口
揺
的
な
も

の
と
関
連

し
て
見
出
さ
れ
る
。

「
西
鶴

の
創
作
意
識
と
そ

の
推

移
」

西
鶴
作
品

は
当
時
既
に

一
流
文
学
ζ

同

一
視
さ
れ
、
西
鶴
も
ま
た
自
ら

の
作
を

「慰
み
草
」
と
称
し

つ
ゝ
、

「
物

の

本
」
に
あ
る
種

の
対
抗
意
識
を
持

っ
て

い
た
。
そ
れ
は
雅
文

と
同

一
視
さ
れ
た

俳
譜
的
文
章
を
用
い
た
こ
と
か
ら
も
、
人
生
問
題
を
作
品
中

に
盛
り
込
も
う
と

し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る

。
さ
て
西
鶴

は
、
新
俗

の
現
象

を
通

し
て
詩
を
見
出

し
、
即
ち
即
物
的
姿
勢
で
も

っ
て
創
作

し
ょ
う
と
し
た
が
、
説
奇

と
談

理
の
説

話
様
式
を
選
ん
だ
表
現
も
ま
た
即
物
的
で
あ

っ
た
。
始
め
、
説
話
様
式

の
う
ち

人
生
探
求

の
度
を
示

す
談
理

の
面
よ
り
、
面
白
さ
を
伝
え
る
説
奇

の
面

に
専
ら

で
あ

っ
た
西
鶴

の
関
心
は
、
中
頃
俗
物
的

な

「
道
」

の
談
理
を
行

い
、
そ
れ
を

経

た
晩
年
、

「
世
間
智
」

の
談
理
、
万
人

に
替
ら

ぬ

一
心
即
ち
世

の
人

心
に
移

る

。
事
物

に
対
す
る
即
物
的
な
姿
勢

か
ら
人
心

の
即
物
的
な
把
握

へ
と
辿
り

、

こ
ゝ
で
は
説
奇
と
談
理
が

一
つ
に
な
る
。

「
自
笑
其
積
確
執
時
代

」

既

に
説
か
れ
た
こ
の
事
件
の
発
生

か
ら
結
末

に

至
る
経
過

に
、

「最

も
正
直

な
当
時

の
出
版
物

に
就

い
て
」
、
詳
密
厳
正
な
書

誌
学
的
考
証
を
加
え
、
事
件
が
其
磧
側

に
と

っ
て
悪
か

つ
た
と
結
論
。
こ
の
文

学
史
的
意
義
は
、
作
者
と
書
騨

の
問
題
が
出
版
機
構

の
中

に
提
起

さ

れ

た

こ



、

と

、
ま
た
こ
の
間

の
作
風

の
転
換

に
よ
り
、
小
説

の
功
利
的
実
用
性
が
教
訓
性

や
報
道
性
な
ど
を
去

っ
て
、
穏
健
な
娯
楽
性

と
な

っ
て
い

っ
た
た
め
、
人
生

と

の
関
係

は
稀
薄
化

し
、
交
学
と

し
て
は
退
歩

し
た
が
、

一
面
、
芸
術

と
し
て
の

純
粋
さ
を
得

て
、
小
説

の
社
会
的
存
在
意
義

の
前
進
を
見

た
こ
と
に
あ

っ
た
。

「
八
文

字
屋
本
版
木
行
方
」

前
編
同
様

、
資
料
考
証
に
基

い
て
、
八
文
字

尺

か
ら
升
屋

へ
の
版
木
譲
渡
、
八
文

字
屋
の
没
落

、
改
題
出
刊

を
目
論
ん
で
思

惑
は
ず

れ
た
引
屋
の
再
譲
渡

に
至
る
顛
末

を
明
ら

か
に
し
、
そ
の

原

因

と

し

て
、
自
鉦
其
磧
の
確
執

に
現
わ
れ
た
小
説

の
商
品
化
が
更

に
進

み
、
作
者
と
書

津

の
関
係
も

、
専
属
作
者
制
度

か
ら
潤
筆
料

に
よ
る
自
由
な
新
営
業

法

へ
と
発

展
す
る
出
版
昇

の
新
気
運
、
そ
れ
に
立
ち
遅
れ
た
上
方
、
就
中
八
文
字
屋
、
升

屋
の
保
守
性

宕
指
摘
す
る
。
こ
の
出
版
機
構

の
資
本

主
義
化
は
著
し

い
読
者

の

増

加

に
よ
る
が
、
新
し

い
大
衆
読
者
層

の
嗜

好
は
依
然
と
し

て
八
文
字
屋
本

に

あ
り
、
津

々

掃
々
に
普
及
し
た
貸
本
屋
が
そ
れ
を
媒
介
し
た
。

「
安
永
天

明
期
小
説
界

に
於
け
る
西
鶴
復
興
」

安

永
天

明
期

の
小
説

に
見

え

る
西

鶴
作
品

の
影

響
を
個

々
の
作
家
作
品

に
つ
い
て
考
証
し
、
そ
の
関
心
が

作
者

の
み
な
ら
ず

、
読
者
書
騨

に
も
見
え
た
小
説
界

一
般
の
風
潮

な
る

こ
と
を

示
し

て
、
さ
ら

に
宝
暦
期
小
説

の
停
頓

混
乱

の
諸
現
象

の
例
挙

の
後
、
こ
れ
ら

が
浮
世
草
子
の
内
容
的
行
き
づ
ま
り
、
作
品
が
類
型
化

さ
れ

、
素
材
採
択
の
自

由
が
失
わ
れ
た
こ
と

に
起
因
す
る
と
す
る

。
小
説
作
者

は
、
小
説
技
巧
で
は
優

れ
た
其
磧
よ
り
も

、
西
鶴

の
人
情
を
穿

っ
た
写
実
的
表
現
を
認

め
た
が
、
西
鶴

の
人
生
凝
視

の
深
さ
を

く
み
取
る
者

は
、
時
代

の
戯
作
的
風
潮

に
よ
る
と
は
言

え
、
少
数
思

想
家

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

「
洒
落
本

の
発
生
」

始
め

に
従
来

の
洒
落
本
発
生
説
を
挙
げ

て

検

討

す

る

。
漢
文
戯
作
濫
艦
説
が

二
者

の
単
な
る
外
形
や
環
境

の
共
通

に
依
拠
す
る
を

非
と
し
、
全
表
現
の
対

比
に
よ
る

べ
き
と
説

き
、
会
話
体
表
現
を
洒
落
本

の

一

特
質
と
し
て
源
流
を
求
め
る
説
か
ら
は
、
歌
舞
伎
狂
言

本
の
ト
書
形
式
が
洒
落

本

の
会
話
体

形
式

に
影
響
し
た
こ
と
の
み
を
肯
定
す
る
。
次

い
で
先
行
文
芸

に

系

譜
を
求

め
れ
ば
、
上
方

に
お
け
る

「
煙
華
漫
筆
」
が
但
家

遊
楽

に
素
材
を
求

め
る
の
は
浮
世
草
子
に
倣

っ
た
も

の
で
あ
り
、
殊

に
論
議
風
洒
落
本
は
浮
世
草

子

よ
り
突
然
変
異
し
た

こ
と
、

「
月
花
鹸

情
」

「
聖
遊
廓
」

は
会
話
体

の
形
式

と
会
話
を
狂
言

本
や
院
曲

に
得

た
こ
と
、

一
方

江
戸

に
お
い
て
は
、
談
義
本
が

そ

の
文
体

と
穿
ち

の
発
想
法
を
、
世
に
流
行
し
謁

刺
譜
誰
を

こ
と
と
し
た
舌
耕

文
学
狂
講

に
倣

っ
て
、
洒
落
本

へ
と
変
貌

し
て
い
た
こ
と
を
見

出
す

。

「
異
素

六
帖
」

「
吉
原

大
全
」

を
経

て
出
現
し
た

「遊
子
方
言
」
こ
そ
、
こ
の
上
方

の

会
話
体

形
式

・
意
匠
装
釘

・
　

の
文
体

・
穿
ち

の
発
想
法
を
兼
ね
備
え
た
も

の
で
あ

っ
た
。

「
通
と
文
学
」

遊
里

に
発
生
し
た

「
通
」

の
語

の
性
格
を
分
析
し
て
箇
条

的

に
説
明

し
、
通
が
文

学
理
念
で
は
な

く
生
活
理
念
た
る
こ
と
、
洒
落
本
が
通

の
教

科
書

と
見
え
る

の
は
、
談
義
本

の
教
化
的
風
躰
を
外
形

に
持
ち
伝

え
て
い

る
た
め
の
誤
解
で
、
本
質

は
そ

の
よ
う
な
も

の
で
な
く
、
通
は
洒
落
本

の
理
念

で
な
く
て
、
そ

の
穿
ち

の
対
象

で
あ
る
と
結
論
す

る
。
ま
た
洒
落
本
、
黄
表
紙

を
作

っ
た
前
期
戯
作
者

に
は
こ
の
通
人
意
識
が
宿
り
、
彼

ら
は
小
説

道
の
通
人

で
あ

っ
た
。

「
読
本
発
生

に
関
す
る
諸
問
題
」

読
本
が
単
な
る
中
国
白
話
小
説
の
模

倣

で
な
い
証
左
と
し
て
、
白
話
小
説

に
学

ん
で
読
本
と
な
ら
ぬ
作
品
例
を
挙
げ
、

読
本

の
特
質

を
求

め
て
、
当
代

の

「
作
り
物
語
の
娯
楽
読

み
物
」
な
る
概
念

を

抽
出
し
、
実
用
的
な
爽
雑
物

を
捨

て
て
当
時
な
り

の
芸
術
的
創
作
を
目
的
と
し

た
点
は
、
小
説
史
上
重
視
す
べ
き

で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
新
し
い
読
本
と
、
か



っ
て
読
本
と
呼
ば
れ
た
八
文
字
屋
本

の
時
代
物
と
を
比
較
す
れ
ば

、
共

に
時
代

長
編

小
説

で
あ
る
が
、
近
代
小
説

に
近
づ
く
べ
き
要
素
と
し
て

の
構
成

の
妙
、

芸
術
的
真
実
性
、
超
時
代
的
文
体
、
歴

史
小
説
的
傾
向
、
性

格
の

一
貫
性
、
思

想
性

な
ど
を
八
文
字

屋
本

は
欠
き
、

こ
れ
ら
諸
特
徴
を
兼
具
し
た
も

の
と
し
て

白
話
小
説
が

あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
白
話
小
説
流
行

の
背
景
と
し
て
、
小
説
界

に
は
、
講
談

の
流
行

と
実
録

の
読
物
化
、
怪

談
小
説

の
愛
好
、
仏
教
傾
向
文
学

の
流
行

の
三
潮
流
が
あ
り

、
そ
れ
ぞ

れ
構
成

・
芸
術
的
真
実
性

・
思
想
性

に
お

い
て
、
読
者
を
白

話
小
説

へ
と
志
向
さ
せ
る
も

の
を
持
ち
、
初

期
読
本
発
生

の

母
胎
と

な

っ
た
と
す
る
。
ま

た
、
戯
曲

に
よ
ら
ぬ
直
接

の
史
書
古
典

か
ら

の
取

材

、
和
漢
雅
俗
を
取
り

ま
ぜ
た
文
体
も
白
話
小
説

に
学
ん
だ

で
あ
ろ
う

が
、
読

本

の
雅
趣
を
高

め
た
。
後
期
読
本

の
作
者
達
は
、
読
本

の
諸
特
徴
を
尽
く
備
え

る
の

ひ
な
ら
ず

、
自

話
小
説

に
珍
ら
し

い
霊
験

・
仇
討

・
御
家
騒
動

を
構
成
要

素

と
し
て
長
編
と
す
る
仏
教
長
編
説
話
を
見
出

し
、
創
作

の
範
と
し
た
が
、
中

国
白
話
小
説

に
並
ん

で
読
本

に
影
響

し
た
様
式

で
あ
る
と
結

ぶ
。

「読
本
展
回
史

の

一
駒

」

後
期
読
本

の
囑
矢
と
し
て
江
戸

に
出
た

「忠
臣

水
涛
伝
」
は
小
説
界

に
波
紋

を
投
げ

た
。
対
抗
す
る
京
都

刊
行

の

「
中
将
姫

一

代
記
」

に
引

き
続

き
、
新
作
者

に
欠
乏
し

た
上
方

で
は
仏
教
長
編
説
話
の
長
編

読
本
化
が
多
出
す

る
が
、
こ
れ
は
当
代

の

「
一
代
記
」
物
流
行

の
各
面

に
も
作

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
江
戸

で
も
、
馬
琴

が
こ
の
仏
教
長
編
説
話
応
用
を

上
方

に
学
ん
で
か
ら

は
、
次
第

に
読
本
の
趣
向

、
素
材

・
文
飾
源
と
な
り
、
東

西
相
競

っ
て
作
風
も
新
味
を
加
え
た
が
、
仏
教
長
編
説
話
か
ら
充
分

に
摂
取
し

た
馬
琴

が
、
歴
史
小
説
的
方
法
を
物
し
て
か
ら

は
、
読
本
史
は
新

た

に

展

開

し

、
江
戸
風
中

心
と
な
る
。

「
読
不
の
碗
百
」

享

床

仮

、
教
養

の
低
い
読
者
が
増

加
し
、
小
説
読
者

層

に
教
養
人
向
、
大
衆
向

二
つ
の
階
層
が
生
じ
た
こ
と
、
前
期
戯
作

者
は
教
養
人

階
層

に
属

し
た
が
、
後
期
読
本

で
は
専
ら
読
者
に
ま
わ

っ
た

こ
と
、
読
本

は
主

に
貸
本
屋
を
通
じ
て
大
衆

に
読
ま
れ
、
書
騨

を
大
い

に
利

し
た
が
、
読
本

が
、

教
養
人

の
求

め
る
思
想
性

と
、
商
品
化

の
た
め

一
般
大
衆

の
好
む

「
慰
み
」
と

を
兼
具
す

べ
き
と

の
要
件

は
、
作
者
を
大

い
に
若

心
さ

せ
た

こ
と
、
ま
た
、
読

本

に
関
し
て
、
戯
作
的
な
が
ら
体
を
な

し
た
批
評
と
批

評
家
が
発
生
し
た
こ
と

は
、
そ

の
社
会
的
地
位
の
向

上
と

し
て
認
む
べ
き

で
あ
る
な
ど
を
説

く
。

「
人
情
本

と
中
本
型
読
本
」

多

く
の
先
行
文

学

の
要
素

を
含
む
人
情
本

の

系
統
を
説
明
す

る
の
に
、
読
本

・
洒
落
本
な
ど
と
人
情
本

の
中
間

に
中
本
型
読

本
を
位
置
さ
せ
、
そ

の
特

質
が
、
読
本
的
規
格

に
し
ば
ら

れ
ぬ
自
由
さ
、
交
章

の
平
明
、
世
話
物
乃
至
時
代

世
話
物

の
題
材
、
演
劇
と

の
関
連
な
ど

に
あ

っ
た

た
め
、
洒
落
本
合
巻
物
滑
稽
本
さ
ま
ざ

ま
の
様
式
を
取
入
れ

る
こ
と
を
得
た
様

式
で

あ

っ
た
こ
と
を
証
す

る
。

以
上

の
後
語

に
、
先
生
は

「
各
々
の
様
式
が
、
中

世

の
説
話
的
な
散
文
文

学

か
ら

、
近
代
小
説

へ
と
推
移
す
る
流

の
中

で
、
何
を
脱
皮
し
何

を
新

し
く
加

へ

た
か
に
、
歴
史
的
意
義

を
見
出
さ
う
と
し
」
、
そ
れ
を

「
近
代
的
観
点
か
ら
評

価

し
が
ち

に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
何

ご
と
も
そ

の
時
代

の
意
識

に
即
し
た
理

解

に
よ
つ
て
処

理
し
よ
う
と
」
ひ
そ
か
に
心
さ
れ
た
と
述
べ
ら

れ
る
。

一
読
し

た
者

は
、
本
書

の
方
法
が
そ

の
二
点

に
貫

か
れ
る
こ
と
を
容

易
に
理
解
す

る
て

あ
ろ
う
。
前
者

に
つ
い
て
言
え
ば
、
仮

名
草

子

・
洒
落
本

・
読
本

・
人
情
本

に

関
す
る
諸
論
考

に
お

い
て
、例

え
ば

「
全
体

を
見
通
し
て
、白
話
小
説

の
如
何
な

る
特
質
が
、
読
本

全
体

の
如
何

な
る
特

質
を
如
何

に
し
て
培

つ
た
か
、
さ
う
し

た
作
用

が
如
何
な
る
環
境

の
下

に
進
展
し
た
か
」

(
　

)

の
如

き

系

統
論

の
展
開
に
蓬
着
す
る
。
前
代

に
あ

っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
様
式

(外
国
交
学
も
含

め



て
)
の
系
統
が

い
か
に
う
け

つ
が
れ
た
か
の
調
査
、
あ
る
い
は
様
式

を
要
素

に

分
解

し
、
そ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
源
流

を
先
行
文
学

に
求
め
る
作
業

を
、
交
学
史
的

に
素
直
な
方
法

と
お
考

え
に
な
り
、
よ

っ
て
発
生

の
問
題
が

、
歴
史
的
研
究

の

最

重
要
部
分
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
先
生

は
、
形
態

の
変
化

の
み
を
解

析

さ
れ
る
の
で
は
な

い
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
も

の
と
し
て
、
そ
れ
ら
様
式

に
携

わ

っ
た
人

セ
、
作
者

か
ら
読
者
書
擦
に
至
る
意
識
を
さ
ぐ
り
、
そ

の
時
代
背
景

に
も

心
さ
れ
る
。

一
編

を
成
す
西
鶴
論

に
お

い
て
は
勿
論
、
馬
琴

一
九
等
作
家

の
文
学
観
、
様
式
観
、
美
的

理
念

に
つ
い
て

の
、
ま
た
は
創
造
過
程

に
お
け

る

意

識
を
追
求
し
、
あ
る
い
は
近
世
文
学
が

二
階
級

に
分
か
た
れ
る
根
拠

を
近
世

人

の
意
識

に
求
め
、
全
論
考

の
基
礎
と
な
る
素
材
資
料
は
、
そ

の
時
代

の
意
識

の
中

に
戻

し
て
検
討

の
上
使
用
さ
れ
て
い
る
。
交

学
研
究

に
科
学
的
客
観
性
を

求

め
ら
れ
ん
と
す
る

こ
の
二
視
点

は
、
言

う
な
ら
ば
先
生

の
方
法

に
お
け
る
経

と
緯

に
例
え
得

よ
う
が
。

二

こ
で
前
者

に
関
し
て
さ
ら
に
思

え
ば
、
先

生
は
系
統
を
論
ず
る
中

で
も

、

内
容
面

へ
の
留
意

は
も
と
よ
り
な
が
ら
、

こ
と

に
表
現
研
究
を
重
視
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
(一例
え
ば
同
風
潮

内
に
あ
る
二
作
品
群

の
異
同
弁
別
は
「
根
本
的

な
構

成
文
体
素
材
等
全
表

現

の
対
比
」
(
　

)

に
よ
る
べ
き
な
ど
と
各
所

に
説
か

れ
る
。
近
世
文
学
が
よ
り
表
現
技
法

に
問
題
を
持

つ
た
め
で
あ
る
が
、
文
学

一

般

に
つ
い
て
も
、
先
生
は
表
現
面

を
閑
却
さ
れ
な
い
。
ま

た
後
者

に

つ

い

て

は
、
抽
象
的

な
当
時

の
意
識
を
さ
ぐ
る
実
証
的
方
法
と

し
て
、
作
品
中

、
ま
た

は
広

く
当
代
社
会

一
般

に
使
用
さ

れ
た
特

定
用
語

へ
の
注
目
が
あ
る
が

、
こ
れ

は
近
世
の
文
学
を
解
す
る
に
現
代

の
概
念
を
も

っ
て
す
る

の
愚
を
排
し
、
対
象

に
即
し
よ
う
と
さ

れ
る
態
度

の
帰
結
で
あ

っ
て
、
古
典
中

に
用

い
ら
れ
る
用
語

を
学
術
月
語

と
し

て
取
上
げ

、
内
包
す

る
概
念
を
用
例

か
ら
帰
納

し
て
学
問
的

に
解
説
す
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
か

っ
て
言
わ
れ
た
西
鶴
リ

ア
リ
ズ

ム
論

に
対

し
て
、

「
事
は
リ

ア
リ
ズ

ム
に
な
く
し
て
、
西
鶴

の
問
題

で

あ
る
以
上
、

(中
略

)
出
来
る
だ
け
リ

ア
リ
ズ

ム
な
ど

の
意
識
を
導

入
せ
ず
し

て
、
彼

の
時
代
と
そ

の
意
識

に
即
し
て
、
そ
の
推
移
を
た
ど
」
(
　

)
ら
ん
と

し
、
作
品
中

の

「世

の
人

心
」
の
語

に
着
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

態
度

は
綿
密
で

「
理
論
的
な
古
典
の
文
章

で
、

一
つ
の
抽
象
名
詞
が
、
時
代

に

よ
り
人
に
よ
つ
て
違

つ
た
概
念
を
持

つ
て
ゐ
る

こ
と
」
(
　

)
に
も
厳
し
い
分

別
の
眼
を
配
ら

れ
る
。

「仮
名
草
子
」

「読
本
」

「
通
」

「穿
ち
」
な
ど
、
語

に
お
い
て
も
そ

の
歴
史
性
を
考
慮
し
た
概
念
規
定
か
ら
立
論
さ
れ
て

い
る
。

右

に
述
べ
た
表
現
研
究
も
用
語
研

究
も

、
具
体
的
に
は
作
品
を
直
接

の
対
象

と
し
て
行
わ

れ
る
が
、
先
生
が
対
象

と
さ
れ
る
も

の
は
作
品

に
限
ら
な

い
。
先

生
は

「文
学
史
は
交
学
生
活

の
歴
史
」
(
　

)
で
あ
る
と

立

言

さ

れ
た
。
学

.
究
の
態
度
と
し
て
当
然
な
が
ら
、

先

生

の
御
研
究
は
、

先
人

の
研
究
を

よ

り

科
学
的

な
判
断

に
お

い
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
が
、
そ

の
価

値

判

断
は
、
対
象
を
単
な
る
作
品
と
し

て
の
み
扱
わ
ず
、
作
品
を
中

心

と

し

た

文

学
生
活
と
し
て
老
察

す
る
こ
と
か
ら
得
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
対
象
が
研
究
方
法

を
規
定

す
る
。
仮
名
草
子
の
範
疇
を
広
義
に
拡
大
す
る

の
は
、
対
象
で
あ
る
文

学
生
活
の
構
造
が

か
く
規
制
す
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
学
生
活

の
構
造
を
、

先
生

は
っ
ね
つ
ね
次

の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。
図
式
的

に
言

え
ば

、
作
品
を
中
心
と
し

て
創
作
者

・
伝
播
者

・
享
受
者
が
あ
り
、
こ
の
最
少

要
件
が
構
成
す
る
場

を
包
む
環
境
と
し
て
、
固
有

の
風
潮

や
風
躰
を
持

つ
壇
、

流
派

で
あ
り
流
派

の
集
合

で
あ
る
界

、
そ
れ
に
作
用
す
る
文
学
思
潮
、
さ
ら

に

思

想
界

の
動
向

な
ど
が
、

つ
ぎ

つ
ぎ
と
外
側
か
ら
取
り
囲
ん
で
行

く
同
心
円
型

の
相

を
見

る
。
し
か
し

こ
の
同
心
円

は
文
学
生
活

の
空
間
的
断
面

に
過
ぎ
ず
、



文
学
生
活

の
実
態
は
、
そ
の
断
面
が
時
間
的

に
連
続
し
て
造

る
重

層

で

あ

っ

て
、
同
心
円

の
諸
成
分

は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
性
を
持
ち
、
ま
た
こ
の
文
学
生
活

の

成
分

が
中

心
た
る
作
品
に
及

ぼ
す
影
響

は
、
時
代

に
よ

っ
て
そ
の
比
重
が
異

な

る
。
こ
の
故

に
、
仮
名
草

子
に
お
い
て
口
揺
文
芸

、
八
文
学
屋
本

に
お
い
て
書

騨
作
者

の
問
題
、
安
永
天
明
期
小
説
界

に
お
い
て
西
鶴
復
興

の
風
潮
、
読
本

に

ハ、帽
い
て
読
者
が
、
交
学
史
研
究

の
重
要

テ
!

マ
・こ
な
る
。
す

べ
て
の
様
式
は

一

変

こ

の
文
学
生
活

の
場
に
戻

し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
作
品
に
お
け

る
表

現
や
旧
語

の
分
析
、
ま
た
そ
の
総
合
も
、
正
し
く

は
文
学
生
活

の
場

に
お
い
て

検
証
さ
れ
、

一
作
品
中

か
ら
方
法
を
求
め
る
危
険
を
避
け

ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。
先
生
が
後
語

に
述
べ
ら

れ
た
二
点
も
、
こ
の
文
学
生
活

の
時
間
的
空
間

的

諸
側
面

へ
の
視
角
と
し
て
定
位

で
き
る
で
あ
ろ
う

。

さ
て
、
先
生

の
か
か
る
方
法

の
技
術
的
特
質

は
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
け
る
多

角
的
探
索
と
並
ん
で
、
す

べ
て
に
資
料
を

ふ
ま
え
た
具
体
的
立
証

に
あ
る
。
先

に
述

べ
た
本
書

の
梗
概
は
、
た
だ

に
骨
格
を
紹
介

し
た

に
過
ぎ
ず

、
豊
か
な
肉

付
け
と
し
て
の
重
厚
精

緻
な
考
証
を
追
体

験
せ
ず

し
て
、
本
書

の
生
命
を
知
る

こ
と
は
で
き

な
い
。
先

生
は
日
頃

「
学
問
は
乞
食
袋

、
す

べ
て

の
資
料
を
ま
め

に
注
意

せ
よ
。
」
と
諭
さ
れ
る
が
、
時

に
知
識

の
沃
野

に
遊

ぶ
か
に
見
え
る
先

生

の
博
識
も

、
か
ね

て
の
絶
え
ざ

る
資
料

へ
の
親

近
を
物
語

る
も

の
に
外
な
ら
ぬ
。

ま
た
我
々
は
、
先

生

の
研
究
態
度
と
し
て
、
柔
軟
さ
と
周
到
さ
を
認
め
る
こ

と
が

で
き

る
。
柔
軟
さ
は
、
対
象
の
素
直

な
受
入

か
ら
生
ま
れ
る
。

仮

名
草

子
の
分
類
に
お

い
て

「む
し

ろ
中
間
的
な
も

の
の
存
在
を
認

め
つ
つ
、

墜
史
を
構
成
し

て
ゆ
く
方
が

、
こ
の
場
合
実
情

に
即
し
た
歴
史
研
究

の
態
度

で

あ
ら
う
。
」
(
 

)
と
対
象

に
適
応
し
た
方
法
を
採
用
さ
れ
、批
評
書

の
酒
落

本
認
定
に
お
い
て
漂
準
を
守

る
潔
癖
さ
が
、
か
え

っ
て
選
択
を
誤
ら

せ
る
失

を

指
摘
き
れ
る
。
周
到
さ
は
、対
象

に
対
す
る
あ
く
な
き
疑
問

の
提
出
に
始
ま
る
。

■

八
文
字
屋
本
版
木
行
方
を
追
及
さ
れ
て
は
、
八
文
字

屋
本
が
流
行

に
遅

れ
な
が

ら

、
な
お
商
品
価
値
を
保

つ
理
由
を
疑

い
、
享
保
以
後
増
加
し
た
新
読
者

階
級

の
存
在
を
想
定
さ

れ
、
西
鶴
に
お
け
る
伊
勢
源
氏

の
影

響
を
逆
接
的
と
し
て
、

そ
こ
に
西
鶴

の
対
抗
意
識
を
見
出
さ
れ
る
。
こ
ゝ
で
重
要
な
こ
と

は
、
系
統

論

展

開
に
お
い
て
も
、
先

生
は
い
か
な
る
先
行
文
芸

の
特

質
を
捨

て
、

い
か
な
る

特
質
が
新
た

に
生
み
出
さ
れ
た
か
を
御
覧

に
な
る

こ
と
で
あ
る
。
仮
名
草
子
に

お
け
る
交
芸
性

の
空
白

、
八
文

字
屋
本
に
お
け
る
思
想
性

の
棄
却

に
よ
る
歴
史

的
な
断
絶

に
お
い
て
、
即
ち
仮
名
草
子

の
説
話
性

に
ひ
そ
む
近
世
的
価
値

を
見

.
出
し
、
八
文
字
屋

本
と

の
相
違
点
を
も

っ
て
読
本

の
発
生
を
考
察
さ
れ
る
。
こ

の
い
わ
ゆ
る
先

生
の
引
き
算
、
注
意
深

く
差
異
点
を
求

め
ら

れ
る
方
法

こ
そ
、

対
象
独
自

の
文
学
史
的
意
義
を
見

出
さ

れ
る
手
段
で
あ
る
。
先
生

の
細

心

さ

は
、
先
生
が
退
け
ら

れ
た
学
説

に
も
、
そ
の
依
拠
し
た
理
由

の
中

に

一
半

の
正

し
さ
が

あ
る

こ
と
を
認
め
、
そ

の
何
ら
か

の
価
値
を
見
落

さ
れ
ぬ
。
漢
文

戯
作

洒
落
本
濫
觴

説
は
、
洒
落
本
判
定

の
標
準
を
外
形

に
お
く
事

に
よ

り

誤

っ

た

が
、
先
生
は
そ
れ
を
契
機
と
し
て
戯
作
界
全
体

に
眼
を
配
り

、
洒
落
本
が
小
本

形
式
を
採
用
す
る
に
至

っ
た
原
因
を
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

先
生

は
ま
た
、我

々
学
徒

の
傾
聴
す

べ
き
戒
め

の
語

を
、処

々
に
示
し

て
お
ら

れ
る
。
雑
多
な
爽
雑
物

の
多

い
近
世
文
学
を
理
解
す
る
に
は

「
竹

の
子

の
皮
を

は
ぐ
や
う

に
、
時
代
的

な
皮
を
、

一
枚
つ

つ
大
事
に
か
け
て
は
い
で
ゅ
か
ね
ば

な
ら

ぬ
。
」
(
℃
曽
)
「学

問
が
常

に
志
向

し
て
ゐ
る
定
義
化

の
あ
ざ

や
か
さ

の
魅

惑
ほ
ど
、
学
徒
を
茶
毒
す

る
も

の
は
な

い
。」
(
 

)

「
万
事
を
思
想

史

概

説

風
に
公
式
的
に
割

切
つ
て
は
な
ら

ぬ
。
」

(
 

)
等

々
が
そ
れ
で
あ
る
。

徒
ら

に
妄
言
を
連
ね
た
を
恥
じ

つ
つ
も
、
読
了
し
て
そ

の
内
容

の
重
さ
が
与

え
る
充
足
感
に
、
こ
の

一
書

に
注
が
れ
た
先
生

の
精
神
力
と
時
間
と
を
知

る
思

い
で
あ
る
。
〔
A
5
版

、三
六
八
頁
。
昭
和
三
十
六
年

五
月

二
十
日
、桜
楓
社
刊

〕


